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2012 メルマガ７月  東日本大震災被災地 応援情報 

     

被災地クラブの活動状況と復興へ向けて（宮城県：前編） 

   ～宮城県の被災地クラブの活動状況～ 

 

   宮城県クラブ育成アドバイザー 相田恵美 

 

昨年の 3.11 東日本大震災より 1 年が経過しました。宮城県の総合型クラブがこの 1年間どの

ような活動をしてきたのか報告いたします。 

 

東日本大震災直後の状況 

平成 23年 3月 11 日、宮城県では、全域が震度７から震度６強の地震に見舞われました。3 月

の時点で、宮城県内には、32 の総合型地域スポーツクラブがあり活動していました。東日本大震

災による揺れと津波の被害は甚大で、ク

ラブの拠点施設、市町村のスポーツ施設

や学校体育施設など、ほとんどの活動場

所が奪われ、被害が少なかった活動場所

についても被災者の避難場所になるとい

う結果となりました。 

そして、通信手段（電話・メール不通）

も輸送手段（ガソリン不足）もない状態

が続き、ライフラインについては、電気

の復旧は比較的早かったものの、地域に

よっては断水が続き、ガスの復旧も時間

を要しました。 

特に沿岸部の被害は、想像を絶するも

のがありました。宮城県の総合型地域ス

ポーツクラブの中には、気仙沼市、女川

町、石巻市、七ヶ浜町、多賀城市など沿

岸部を本拠地としているクラブがありま

す。震災直後は、沿岸部との連絡が取れ

ず現況を把握することができませんでし

た。 

なかでも石巻市の「NPO 法人石巻ス

ポーツ振興サポートセンター」は、活動

場所や会員等の自宅が津波で流されるな

ど、多くの会員等の生活が元に戻るまで

に時間を要しました。 

 

 

 

 

 

 

 

NPO法人石巻スポーツ振興

サポートセンター主催の

被災地石巻復興ウォーキ

ングの様子 
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クラブが被災者支援の担い手に 

そうした中で、「NPO 法人多賀城市民スポーツクラブ」「女川町スポーツネット」「いしのまき総

合スポーツクラブ」「レッツいわぬまスポーツネット」など体育施設を指定管理しているクラブや

活動拠点としているクラブは、避難所となったそれらの施設で避難者のお世話を約半年間行い、避

難所閉鎖後には支援物資の集積所の管理業務（平成 23 年 9 月頃まで）や仮設住宅居住者の健康運

動支援を現在も行っています。 

七ヶ浜町の「NPO 法人アクアゆめクラブ」は、指定管理を受けていたサッカーのグラウンドに

仮設住宅の建設が決まり、本来のクラブ活動の他に、町から仮設住宅の運営管理を委託されるなど、

今も対応に追われています。 

内陸部のクラブにおいても、避難所となった

り避難者のお世話を行ったりしたクラブもあり

ました。 

このように震災直後から、多くのクラブは地

域貢献が理念にあるため役場からの指示を待つ

ことなく、ごく自然に避難住民や避難所のお世

話をする役目を果たしてきました。しかし、次

年度の会員募集の遅れや中断が生じ、会員確保

と会費徴収に多くのクラブが不安を抱えながら

平成 23年度を迎えました。 

本来の活動を再開するにしても、拠点施設等

が使用できない状態が長く続きました。施設を 

修復するには予算の関係もあり、仮の復旧と本 

格的な改修工事とが交互に行われるなど、現在 

でも施設面は完全復旧できていない状況です。 

 

 

クラブ同士でお金と知恵を出し合う「連絡協議会」の設立 

 震災以前より、宮城県では、クラブ同士の連携・協力を図るため「連絡協議会」の設立を検討し、

会則、事業、予算、事務局構成などの合意形成のために時間をかけてきました。 

平成 22 年度中に設立する予定でしたが、震災の影響により平成 23 年 6月 30 日に、「宮城県

総合型地域スポーツクラブ連絡協議会」（以下、協議会）の設立総会を開催しました。震災で大き

なダメージを受けた多くの加入クラブに対して、設立したばかりの協議会は何ができるのか、何を

すべきなのかが設立総会のテーマとなりました。協議会の役員、事務局を引き受けたクラブも震災

による被害は大きかったものの、震災を通してクラブ同士の連携や協力が大変重要であることを痛

感していました。 

協議会としては、限られた予算の中で２つの事業を計画しています。１つは「クラブ交流事業」

で、震災の被害が少なく、従来通りの活動が出来ているクラブに、まだ十分に活動できていないク

ラブの会員やスタッフが参加できる事業です。もう１つは「施設支援事業」で、現在、クラブの活

動拠点や体育施設が使用できていないクラブに、従来通りの活動が出来ているクラブが場所も支援

しようとするものです。 

クラブ同士でお金と知恵を出し合い、協力してこの難局を皆で乗り越えよう、やれることから始

めよう、との意識で取り組んでいます。 

（次号のメルマガ８月号では後編をお届けします） 

 

関連リンク：相田恵美氏プロフィール 

http://www.japan-sports.or.jp/local/tabid/463/Default.aspx 

文部科学省 学びを通じた被災地の地域コミュニ

ティ再生支援事業 亘理町仮設住宅の小中学生

の卒業を祝う会の様子（会場：仙台大学） 

http://www.japan-sports.or.jp/local/tabid/463/Default.aspx

